









る と Die Linke は 比 例 投 票（Zweitstimme） で
10％を超える2桁の得票率を獲得したことが明ら
かになった。 これを受けて Die Linke 党首オス
カー・ラフォンテーヌ（Oskar Lafontaine）は、
連邦議会に議席を有する連邦レベルの全国政党と






















　前回の 2005 年と同様、 奇しくも再び日本の
衆議院総選挙と同年に実施された、2009 年 9
月 27 日の連邦議会選挙において、 最大の争点
と し て 広 く 認 識 さ れ て い た の は、CDU/CSU
（Christlich Demokratische Union Deutschlands/ 














































































Zeitung（中部ドイツ新聞） でも、 翌 9 月 28 日














FDP 14.6（ + 4.7）  93（ +32）
Die Linke 11.9（ + 3.2）  76（ +22）
Grüne
（緑の党）































































































































は 1950 年代におけるニーダーザクセン州の DP
（Deutsche Parteiドイツ党）への適用以来、長ら
く顧みられることはなかったが、90年代になっ





















































明 す る に 際 し て、 例 え ば、Mielke（2001） や





















































































期（Konsolidierungsphase）、 第 二 に 1960 年 代
70 年代における比較的安定的な政党政治の枠











れにより左右両極において CDU/CSU と SPD の
両2大政党への収束がみられたこと、一方で政策
的な面での両極化は1952年のSRD（Sozialistische 
Reichspartei Deutschlands： 社 会 主 義 国 家 党）
と1956年のKPDの禁止19 によって回避されたこ













いは、 いわゆる「1 と 2 分の 1 政党制」 とも言
い表すのに比較して、 ドイツでは CDU/CSU、
SPD および FDP の 3 党による政党政治の枠組
みのこと指して、いわゆる ｢2と2分の1政党制
（Zweieinhalbparteiensystem）」 とも呼称する。
60 年代、70 年代はこの 3 党それぞれがどの党と
も連立を組むことが可能で、実際にCDU/CSUと
FDP による黒・黄連立、CDU/CSU と SPD の大





















































































































































た Allianz für Deutschland（ドイツ連合）が大
勝し、これを中核としてデメジエール（Lothar 
de Maizière）連立政権が成立することとなっ


















 5.28  21
Grüne/UFV
（Grüne）
 1.97   8
Bündnis90
（なし）
































































































































（Reformen あるいは Pragmatiker） と、 これに
対する正統派あるいは復古主義者（Orthodoxen
あるいは restaurative Ideologen） という対立
軸などによって、 党内に Strömungen、 あるい






















ルタナティブ）” と “Intiative Arbeit und soziale 
Gerechtigkeit（労働と社会的公正のためのイニ
シアティブ）”という市民団体が統合して結成さ







選挙後、SPD と Grüne の連立からなるシュレー



















































































































































































合へ向けた過程において、PDS は 2005 年の 7 月
















れを汲み、1990 年 3 月の初の自由選挙に向けて
西側の政党に入党あるいは系列化、提携をしな
かったNFおよび、IFM（Initiative Frieden und 
Menschenrechte）、DJ（Demokratie Jetzt）の


























































統合路線をさらに推進した。2006 年 4 月には、
WASGは党大会でLinkspartei.PDSとの更なる政
策協力と統合路線を可決した。
　そ し て 2007 年 3 月 25 日、Linksparei.PDS と
WASG は共に党大会を開き、 両党の合併につ
いて前者はその97%、後者はその88%の賛成票


























































































































83 23 32 7 第4党
ハンブルク（HH） 2008.02.24 6.4%
（+6.4%）
121 56 45 8 第4党
ヘッセン（HE） 2009.01.18 5.4%
（+0.3%）





152 68 48 11 第5党
シュレスヴィヒ・ 
ホルシュタイン（SH）





181 67 67 11 第5党
バイエルン（BY）
2008.09.16 4.4％ 187 92 39 0 ―
バーデン・ビュルテン
ベルク（BW）
2006.03.26 3.1% 139 69 38 0 ―
ラインラント・ 
プァルツ（RP）








































でに CDU、SPD の 2 大政党だけではなく、Die 
Linke も加えた 3 党制がみられるようになって
いる。2006年末時点の統計から、新州の独立市


































































































































議席数 CDU FDP SPD Grüne
Die 
Linke
2003 110 56 9 33 12 －
2008 110 42 11 42 9 6




















































































Die Linke 11 （＋11）
総議席数 51 （±0）
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策の競合と収斂―」『早稲田政治公法研究』 第 78 号（2005 年），
43-85頁。P・ジェイン著，今村都南雄監訳 『日本の自治体外交―日
本外交と中央地方関係へのインパクト』（共訳）敬文堂（2009年）。
「ドイツ新連邦州（旧DDR）における州制度の導入および発展と、
日本における道州制の導入をめぐる現状」『早稲田政治公法研究』
第90号（2009年）
